
令和３年度受動喫煙に関する施設調査・第１案　新旧対照表 資料３

■削除

・同一設問を県民意識調査に設けてお

り、具体的な健康影響に対する認知度

の把握は県民意識調査で可能なため、

削除

問3

《問３は、問２で「１ 健康への影響がある」を選んだ施設管

理者のみお答えください。》

受動喫煙によりどのような健康への影響があると思いますか。

次のア～エについて、それぞれ１つずつ選んでください。（１

つの項目に○は１つ）

ア 肺がんや心臓病などの生活習慣病の危険性を高める １　そ

う思う ２　そう思わない ３　わからない

イ 子どもの肺炎、気管支喘息や中耳炎の危険性を高める １

そう思う ２　そう思わない ３　わからない

ウ 乳幼児突然死症候群の危険性を高める １　そう思う ２　そ

う思わない ３　わからない

エ 妊婦の早産や低体重児出生の危険性を高める １　そう思う

２　そう思わない ３　わからない

■削除

・前回調査において受動喫煙という言

葉についての認知度は97％を超えてお

り近年では広く一般に認知されたと考

えられ、県条例の見直しに当たって削

除しても影響が少ないため削除

問1

「受動喫煙」という言葉をご存じでしたか。次の中から１つ選

んでください。（○は１つ）

１　言葉も意味も知っている

２　言葉は知っている

３　知らなかった（今回の調査で初めて知った）

■削除

・前回調査において受動喫煙という言

葉についての認知度は89％を超えてお

り近年では広く一般に認知されたと考

えられ、県条例の見直しに当たって削

除しても影響が少ないため削除

問2

受動喫煙の健康への影響について、どのように思いますか。次

の中から１つ選んでください。（○は１つ）

１　健康への影響がある

２　健康への影響はない ⇒問４にお進みください。

３　わからない ⇒問４にお進みください。

問1

令和２年４月に受動喫煙防止に関する規制が拡大されました

が、あなたはどの程度知っていますか。（健康増進法改正（全

国）、神奈川県公共的施設における受動喫煙防止条例改正（県

下））

次の中から１つ選んでください。（○は１つ）

１　内容までよく理解している

２　だいたい理解している

３　ルールが変わったことは知っている

４　聞いたことがない、わからない　⇒問３にお進みください

■新規

・改正法及び条例の認知度を確認する

設問を新設

F4

Ｆ１の別表のうち「19ホテル、旅館などの宿泊施設」に該当す

る施設のみお答えください》

Ｆ４　貴施設の規模（建物または管理している範囲の床面積）

は700㎡以下ですか。

１　はい　２　いいえ

■変更なし

・調査対象の属性把握に必要であり、

比較性を確保するため変更しない F4

Ｆ１の別表のうち「19ホテル、旅館などの宿泊施設」に該当す

る施設のみお答えください》

Ｆ４　貴施設の規模（建物または管理している範囲の床面積）

は700㎡以下ですか。

１　はい　２　いいえ

F3

貴施設の規模（店舗の総面積から調理場面積を除した面積）は

100㎡以下ですか。

１　はい　２　いいえ

■変更なし

・調査対象の属性把握に必要であり、

比較性を確保するため変更しない

F3

貴施設の規模（店舗の総面積から調理場面積を除した面積）は

100㎡以下ですか。

１　はい　２　いいえ

F2

貴施設の形態を○で囲んでください。

１　独立した建物　　２　ビル、地下街の一部を使用

■変更なし

・調査対象の属性把握に必要であり、

比較性を確保するため変更しない

F2

貴施設の形態を○で囲んでください。

１　独立した建物　　２　ビル、地下街の一部を使用

F1

貴施設の種類を別表にて確認のうえ、該当する「番号」を記載

してください。

■変更なし

・調査対象の属性把握に必要であり、

比較性を確保するため変更しない

F1

貴施設の種類を別表にて確認のうえ、該当する「番号」を記載

してください。

令和３年度（第１案） 変更事項 《参考》前回（H３０年度）

設問 設問 設問
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令和３年度（第１案） 変更事項 《参考》前回（H３０年度）

問3

《問３は、すべての施設管理者がお答えください。》

神奈川県では受動喫煙防止条例を制定し、受動喫煙について神

奈川県独自の規制や法の上乗せ規制を設けていますが、あなた

はどの程度知っていますか。

次の中から１つ選んでください。（〇は１つ）

１　内容までよく理解している

２　だいたい理解している

３　条例があることは知っている

４　聞いたことがない、わからない　⇒問５にお進みくださ

い。

※　神奈川県条例による独自の規制

〇　施設内が禁煙の場合、出入口等に禁煙に関する標識を掲示しなけ

ればならない（法では喫煙室がある場合のみ出入口等に掲示すればよ

い）

〇　県第１種施設（映画館、集会場、物販店、金融機関、図書館等）

では指定たばこ専用喫煙室（加熱式たばこを喫煙しながら飲食等がで

きるエリア）の設置ができない（法では、一部の県第１種施設に指定

たばこ専用喫煙室の設置が可能）

〇　20歳未満の喫煙区域への立入制限違反があった場合、罰則適用が

できる（法では罰則適用なし）

〇　喫煙室の技術的要件として室内循環型の喫煙ブースの設置を原則

認めない（法では経過措置として屋外への排気が困難な場合、喫煙

ブースの設置を認めている）

〇　フロア全体を喫煙エリアとした場合も、技術的要件として「区

画」以外の措置も必要（法ではたばこの煙が流出しないよう「区画」

のみでよいとされている）

■一部変更

・条例の認知度を問う設問に変更はな

いが、条例の内容を補足するなど条例

上乗せ部分の認知度を確認する内容と

なるよう一部記載方法を変更

・独自規則一つひとつの認知度を確認

する設問とすると、用語解説が多く必

要になり、回答者の負担となることか

ら包括的な問いに変更

・法及び条例に係る個別意見は、問12

～14において把握

問４

《問４は、すべての施設管理者がお答えください。》

「神奈川県公共的施設における受動喫煙防止条例」（以下「受

動喫煙防止条例」といいます）についてご存じですか。次の中

から１つ選んでください。（○は１つ）

１　内容を知っている

２　内容を少し知っている

３　条例があることは知っている ⇒ 問６にお進みください。

４　知らなかった（今回の調査で初めて知った）⇒ 問７にお

進みください。

問５

《問５は、問４で「１ 内容を知っている」、「２内容を少し

知っている」を選んだ施設管理者のみお答えください。》

次の受動喫煙防止条例の内容について、知っているものをすべ

て選んでください。(○はいくつでも)

１　不特定または多数の者が利用する室内またはこれに準ずる

環境での受動喫煙を防止するものである

２　学校や病院、官公庁施設は禁煙にしなければならない

３　飲食店やホテル、娯楽施設は禁煙または分煙にしなければ

ならない

４　小規模な飲食店や小規模な宿泊施設、パチンコ店やマー

ジャン店は条例の規制が努力義務(※)である

５　全ての施設で、条例の基準を満たした喫煙所の設置が可能

である

６　施設の入口に禁煙または分煙の表示をしなければならない

７　保護者がいっしょでも、喫煙所や喫煙席（区域）に従業員

以外の未成年者を立ち入らせてはならない

８　条例で定められている義務を果たさない施設には罰則（過

料）が科される場合がある

問2

《問2は、問1で1、2、3を選んだ方がお答えください。》

改正健康増進法について、ご存知の内容を次の中から選んでく

ださい。（〇はいくつでも）

１　飲食店をはじめ様々な施設で原則屋内禁煙

２　屋内で喫煙が可能なのは各種喫煙室のみ（喫煙専用室、指

定たばこ専用喫煙室、喫煙可能室、喫煙目的室）

３　施設内に各種喫煙室がある場合、施設の出入口等に必ず喫

煙室に関する標識を掲示しなければならない

４　各種喫煙室の出入口にも喫煙に関する標識を掲示しなけれ

ばならない

５　20歳未満の場合、たとえ従業員であっても喫煙エリアには

立入禁止

６　既存の小規模飲食店※１は、届出をすれば店内の一部（ま

たは全部）で喫煙をしながら飲食することができる

７　義務違反があった場合、罰則（過料）が課されることがあ

る

８　病院・学校・幼稚園・保育所・行政機関等は敷地内禁煙※

２

９　喫煙する際、望まない受動喫煙を生じさせないよう周囲の

状況に配慮しなければならない

10　喫煙可能室や指定たばこ専用喫煙室を設置している場合

は、ホームページや看板等で広告や宣伝を行う際に各喫煙室を

設置している旨を明示しなければならない。

11　喫煙してはいけない場所で喫煙をしている、またはしよう

としている者に対して、喫煙の中止や退出を求めるよう努めな

ければならない。

※１　要件は①2020年4月1日時点で営業している、②資本金

5,000万円以下、③客席面積100㎡以下

※２　ただし、厚生労働省が定める必要な措置がとられた場所

に特定屋外喫煙場所を設置可能

■新規

・改正健康増進法の内容の認知度を確

認する設問を新設

・施設管理者が対象であることから、

資料２（県民意識調査）に設けていな

い「10」「11」の設問を追加
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令和３年度（第１案） 変更事項 《参考》前回（H３０年度）

問6

《問６は、問５で「 １受動喫煙防止対策に取り組んでいる」

を選んだ施設管理者のみお答えください。》

貴施設が受動喫煙防止対策に取り組んでいるのはどのような理

由からですか。

次の中からあてはまるものをすべて選んでください。（○はい

くつでも）

１　利用客の健康を守るため

２　利用客により良いサービスを提供するため

３　利用客からの要望があったため

４　従業員の健康を守るため

５　従業員からの要望があったため

６　受動喫煙防止は世界的な動きであるため

７　法・条例により規制されているため

８　会社･本部などの方針であるため

９　テナントとして入っている施設等の方針であるため

10  その他（具体的に：　                                    ）

11　特に理由は無い

■一部変更

・設問内容に変更はないが、改正健康

増進法の施行に伴い「法」の表記を追

加

問8

《問８は、問７で「 １受動喫煙防止対策に取り組んでいる」

を選んだ施設管理者のみお答えください。》

貴施設が受動喫煙防止対策に取り組んでいるのはどのような理

由からですか。

次の中からあてはまるものをすべて選んでください。（○はい

くつでも）

１　利用客の健康を守るため

２　利用客により良いサービスを提供するため

３　利用客からの要望があったため

４　従業員の健康を守るため

５　従業員からの要望があったため

６　受動喫煙防止は世界的な動きであるため

７　条例などにより規制されているため

８　会社･本部などの方針であるため

９　テナントとして入っている施設等の方針であるため

10  その他（具体的に：　　　                                ）

11　特に理由は無い

問5

貴施設は不特定多数の利用客が利用する屋内を禁煙にしたり各

種喫煙室を設置するといった受動喫煙防止対策に取り組んでい

ますか。次の中から１つ選んでください。（○は１つ）

＊ 貴施設がビルや地下街の一部を使用している場合には、管理して

いる範囲についてお答えください。

１　受動喫煙防止対策に取り組んでいる　⇒問６にお進みくだ

さい

２　受動喫煙防止対策に取り組んでいない（屋内の全ての場所

で喫煙できる）　⇒問11にお進みください。

■一部変更

・設問内容に変更はないが、改正法及

び条例の施行に伴い、「分煙」等の一

部表記を変更

問7

《問７は、すべての施設管理者がお答えください。》

貴施設は不特定多数の利用客が利用する屋内を禁煙又は分煙に

したり喫煙所を設置するといった受動喫煙防止対策に取り組ん

でいますか。次の中から１つ選んでください。（○は１つ）

＊ 貴施設がビルや地下街の一部を使用している場合には、管理している範囲

についてお答えください。

＊ 従業員のみが利用する事務室や特定の利用客しか利用しない室内（宿泊施

設の客室など）を除きます。

１　受動喫煙防止対策に取り組んでいる

２　受動喫煙防止対策に取り組んでいない（屋内の全ての場所

で喫煙できる）⇒問11にお進みくだい

問4

《問4は、問3で「1 内容までよく理解している」、「2 だいた

い理解している」、「3 条例があることは知っている」

を選んだ施設管理者のみお答えください。》

あなたは受動喫煙防止に関する新制度（改正健康増進法（全

国）、改正神奈川県公共的施設における受動喫煙防止条例（県

下））の内容について、何で知りましたか。

次の中からあてはまるものをすべて選んでください。（〇はい

くつでも）

１　県のたより　２　市町村の広報紙、郵便物　３　新聞報

道、ネットニュース

４　テレビ･ラジオ番組　５　タウン紙　６　雑誌

７　イベント･街頭キャンペーン　８　電車、バス等の車内広

告　９　チラシ･リーフレット

10　ポスター　11　ホームページ

12　家族･友人からの情報　13　加入している団体からの情報

14　禁煙や喫煙の表示　 15　店頭でのディスプレイ広告

16　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　）

■一部変更

・今後の普及啓発事業の展開につなが

る有効な設問であるため継続とし、回

答項目のうち頻度の低い「8　条例の説

明会」を新たに実施している「8　電

車、バス等の車内広告」に替え「15

店頭でのディスプレイ広告」を新設す

るなど一部変更

問６

《問６は、問４で「１ 内容を知っている」、「２ 内容を少し

知っている」、「３ 条例があることは知っている」

を選んだ施設管理者のみお答えください。》

受動喫煙防止条例を何で知りましたか。

次の中からあてはまるものをすべて選んでください。（○はい

くつでも）

１　県のたより　２　市町村の広報紙　３　新聞報道

４　テレビ･ラジオ番組　５　タウン紙　６　雑誌

７　イベント･街頭キャンペーン　８　条例の説明会

９　県の職員の訪問　10　県のチラシ･リーフレット

11　ポスター　12　ホームページ

13　家族･友人からの情報　14　加入している団体からの情報

15　禁煙や分煙の表示

16　その他（具体的に：　　　　　　 　　　　　　）
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令和３年度（第１案） 変更事項 《参考》前回（H３０年度）

問８

《問８は、問７で「 ３　屋内に喫煙場所（喫煙専用室等）を

設置している」を選んだ施設管理者のみお答えください。》

貴施設で設置している屋内喫煙室の種類について、次の中から

あてはまるものを選んでください。（○はいくつでも）

１　喫煙専用室　※１

２　指定たばこ専用喫煙室　※２

３　喫煙可能室　※３

４　喫煙目的室　※４

※１　喫煙専用室とは、法第２種施設に設置が可能な喫煙をするため

だけの部屋（学校や病院などの子どもや患者等が主たる利用者となる

施設及び行政機関の庁舎が第１種施設。第１種施設以外の事務所や飲

食店、宿泊施設等が「第２種施設」）

※２　指定たばこ専用喫煙室とは、加熱式たばこに限り喫煙をしなが

らサービスの提供を受けられる部屋

※３　喫煙可能室とは、既存の小規模飲食店において喫煙しながら飲

食することができる部屋

※４　喫煙目的室とは、喫煙をする場所を提供することを主目的とす

る施設（シガーバー、たばこ販売店等）に設置が可能な部屋

　

■新規

・改正健康増進法の施行に伴い、設置

している喫煙室に関する設問を新設

問7

《問７は、問５で「 １受動喫煙防止対策に取り組んでいる」

を選んだ施設管理者のみお答えください。》

現在の貴施設の施設内における受動喫煙防止対策について、次

の中からあてはまるものを１つ選んでください。（○は１つ）

１　屋内外とも全面禁煙　⇒問９にお進みください

２　屋内は全面禁煙にしており、屋外に喫煙場所を設置してい

る　⇒問９にお進みください

３　屋内に喫煙場所（喫煙専用室等）を設置している　⇒ 問

８にお進みください。

４　検討中　⇒問９にお進みください

５　その他の対策（具体的に：　　　　　　　　　）

　　⇒問９にお進みください

■一部変更

・改正健康増進法の施行に伴い、選択

　項目を変更

問9

《問９～10は、問７で「 １受動喫煙防止対策に取り組んでい

る」を選んだ施設管理者のみお答えください。》

問９　現在の貴施設の施設内における受動喫煙防止対策につい

て、次の中からあてはまるものを１つ選んでください。（○は

１つ）

１ 施設内「禁煙」を実施している（喫煙所なし）

２ 施設内「禁煙」を実施している（喫煙所あり)

※喫煙所＝たばこの煙が流れ出るのを防止する仕切りなどで区

切った、たばこを吸うためだけの場所

３ 施設内「分煙」を実施している（喫煙席（区域）がある）

※喫煙席(区域)＝たばこの煙が流れ出るのを防止する仕切りな

どで区切った、食事など施設のサービスを受けられる場所

４ 施設で「喫煙所」のある「禁煙」や「喫煙席（区域）」を

設けた「分煙」を実施しているが、「禁煙

の場所」にたばこの煙が流れ出るのを防止していない（あるい

はその可能性がある）

５ 昼食時など一定の時間帯は、「禁煙」にしている（または

禁煙席を設けている）

６ その他の対策（具体的に：　　　　　　　　　）

問９

《問９は、問５で「 １受動喫煙防止対策に取り組んでいる」

を選んだ施設管理者のみお答えください。》

貴施設が受動喫煙防止対策に取り組んでからの利用客の利用状

況や反応について、どのように感じていますか。次のア～エに

ついて、それぞれ１つずつ選んでください。（１つの項目に○

は１つ）

ア たばこを吸わない利用客の来店

１　増えた ２　減った ３　変わらない ４　わからない

イ たばこを吸う利用客の来店

１　増えた ２　減った ３　変わらない ４　わからない

ウ たばこを吸わない利用客の反応

１　良い ２　どちらかというと良い ３　どちらかというと良

くない ４　良くない ５　わからない

エ たばこを吸う利用客の反応

１　良い ２　どちらかというと良い ３　どちらかというと良

くない ４　良くない ５　わからない

■変更なし

・利用客の利用状況や反応を確認する

ための設問として有効であるため変更

なし

問10

貴施設が受動喫煙防止対策に取り組んでからの利用客の利用状

況や反応について、どのように感じていますか。次のア～エに

ついて、それぞれ１つずつ選んでください。（１つの項目に○

は１つ）

ア たばこを吸わない利用客の来店

 １　増えた ２　減った ３　変わらない ４　わからない

イ たばこを吸う利用客の来店

 １　増えた ２　減った ３　変わらない ４　わからない

ウ たばこを吸わない

利用客の反応

１　良い ２　どちらかというと良い ３　どちらかというと良

くない ４　良くない ５　わからない

エ たばこを吸う利用客の反応

１　良い ２　どちらかというと良い ３　どちらかというと良

くない ４　良くない ５　わからない
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■削除

・改正健康増進法の施行により屋内の

原則禁煙が義務化され、違反状態を前

提とした設問となり、継続して設ける

必要が薄れたため削除

問11

《問11～問13は、すべての施設管理者がお答えください。》

貴施設は不特定多数の利用客が利用する屋内について、今後、

どのような受動喫煙防止対策に取り組む予定ですか。次の中か

ら１つ選んでください。（○は１つ）

＊ 現在の受動喫煙防止対策を今後も続ける場合は、その対策

に当てはまる選択肢に○をしてください。

１　施設内「禁煙」を実施する（喫煙所なし）

２　施設内「禁煙」を実施する（喫煙所あり)

※喫煙所＝たばこの煙が流れ出るのを防止する仕切りなどで区

切った、たばこを吸うためだけの場所

３　「施設内分煙」を実施する（喫煙席（区域）を設ける）

※喫煙席(区域)＝たばこの煙が流れ出るのを防止する仕切りな

どで区切った、食事など施設のサービスを受けられる場所

４　その他の対策（具体的に：　　　　　　　）

５　どのような受動喫煙防止対策に取り組むかは検討中である

６　受動喫煙防止対策には取り組まない（屋内の全ての場所で

喫煙可とする）

問11

今後の受動喫煙防止対策について、県にどのようなことを期待

しますか。

 次の中から３つまで選んでください。（○は３つまで）

１　受動喫煙による悪影響についての普及啓発

２　喫煙者へのマナー向上のための普及啓発

３　たばこをやめたい人への卒煙（禁煙）サポート

４　未成年者への喫煙防止教育

５　受動喫煙防止対策に積極的に取り組む施設や団体との連

携･協働

６　受動喫煙防止対策を行う施設の管理者への経済的な支援

７　受動喫煙防止対策を行う施設の管理者への技術的な支援

８　法や条例の着実な運用

９　受動喫煙防止に関する規制の強化 ⇒問12もお答えくださ

い。

10　受動喫煙防止に関する規制の緩和や規制によらない自主的

な取組みの促進 ⇒問13もお答えください。

11　その他（具体的に　　　　　　）

■変更なし

・受動喫煙防止対策に対する施設管理

者の期待について把握する有効な設問

であるため変更しない

問13

今後の受動喫煙防止対策について、県にどのようなことを期待

しますか。

 次の中から３つまで選んでください。（○は３つまで）

１　受動喫煙による悪影響についての普及啓発

２　喫煙者へのマナー向上のための普及啓発

３　たばこをやめたい人への卒煙（禁煙）サポート

４　未成年者への喫煙防止教育

５　受動喫煙防止対策に積極的に取り組む施設や団体との連

携･協働

６　受動喫煙防止対策を行う施設の管理者への経済的な支援

７　受動喫煙防止対策を行う施設の管理者への技術的な支援

８　受動喫煙防止条例の着実な運用

９　受動喫煙防止に関する規制の強化 ⇒問 14もお答えくださ

い。

10　受動喫煙防止に関する規制の緩和や規制によらない自主的

な取組みの促進 ⇒問15もお答えください。

11　その他（具体的に　　　　　　　　）

問10

《問10～問11は、全ての施設管理者がお答えください。》

貴施設が考える受動喫煙防止対策に取り組む上での課題は何で

すか。

次の中からあてはまるものをすべて選んでください。（○はい

くつでも）

１　利用客や売上げの減少

２　利用客とのトラブルの増加

３　喫煙所や喫煙室（喫煙エリア）を設置する費用の問題

４　喫煙所や喫煙室（喫煙エリア）を設置するためのスペース

や施設の構造の問題

５　法や条例などで受動喫煙防止対策が義務付けられていない

６　喫煙者の減少や法令の改正等により、喫煙所や喫煙室（喫

煙エリア）が無駄になる可能性

７　テナントとして入っている施設の管理者との調整

８　会社･本部などとの調整

９　施設の外での喫煙の増加

10　その他（具体的に：　　　　　　　　）

11　特に課題は無い

■一部変更

・設問内容に変更はないが、改正法及

び条例の施行に伴い、用語を変更

問12

貴施設が考える受動喫煙防止対策に取り組む上での課題は何で

すか。

次の中からあてはまるものをすべて選んでください。（○はい

くつでも）

１　利用客や売上げの減少

２　利用客とのトラブルの増加

３　喫煙所や分煙設備を設置する費用の問題

４　喫煙所や分煙設備を設置するためのスペースや施設の構造

の問題

５　受動喫煙防止条例などで義務付けられていない

６　喫煙者の減少や法令の改正等により、喫煙所や分煙設備が

無駄になる可能性

７　テナントとして入っている施設の管理者との調整

８　会社･本部などとの調整

９　施設の外での喫煙の増加

10　その他（具体的に：　　　　　　　）

11　特に課題は無い
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自由

意見

受動喫煙防止条例など受動喫煙防止対策について、ご意見・ご

提案がございましたら、ご自由にお書きください。

■変更なし

自由

意見

受動喫煙防止条例など受動喫煙防止対策について、ご意見・ご

提案がございましたら、ご自由にお書きください。

問13

問13は、問11で「10　受動喫煙防止に関する規制の緩和や規

制によらない自主的な取組みの促進」を選んだ施設管理者のみ

お答えください。

あなたは受動喫煙防止に関する規制について、どのように緩和

すべきだと思いますか。

ご意見をご自由にお書きください。

■一部変更

・本設問は意見をできるだけ幅広く得

たいため、回答を限定してしまいがち

な選択式ではなく、詳細な回答や自由

な回答を得やすい記載方式に変更

問15

《問15は、問13で「10　受動喫煙防止に関する規制の緩和や

規制によらない自主的な取組みの促進」を選んだ施設管理者の

みお答えください。》

受動喫煙防止条例の規制について、どのように緩和すべきだと

思いますか。

あてはまるものをすべて選んでください。（○はいくつでも）

１　学校や病院、官公庁施設などの第１種施設も分煙を選択で

きるようにすべき

２　飲食店・ホテル、娯楽施設などの第２種施設も条例の規制

を努力義務とすべき

３　小規模な飲食店などの特例第２種施設(※)は条例の規制の

対象から外すべき

４　条例が定めた禁煙や分煙などの表示以外にも、施設のイ

メージにあった独自の表示を認めるべき

５　禁煙や分煙などの表示は施設の判断に任せるべき

６　罰則を弱める、または無くすべき

７　受動喫煙防止条例を無くすべき

８　その他（具体的に： 　　　　　　　　　　）

問12

《問12は、問11で｢９ 受動喫煙防止に関する規制の強化｣を選

んだ施設管理者のみお答えください。》

あなたは受動喫煙防止に関する規制について、どのように強化

すべきだと思いますか。

ご意見をご自由にお書きください。

■一部変更

・本設問は意見をできるだけ幅広く得

たいため、回答を限定してしまいがち

な選択式ではなく、詳細な回答や自由

な回答を得やすい記載方式に変更

問14

《問14は、問13で「９ 受動喫煙防止に関する規制の強化」を

選んだ施設管理者のみお答えください。》

受動喫煙防止条例の規制について、どのように強化すべきだと

思いますか。

あてはまるものをすべて選んでください。（○はいくつでも）

１　飲食店やホテル、娯楽施設などの第２種施設も禁煙にすべ

き

２　小規模な飲食店などの特例第２種施設(※)にも条例の規制

を義務付けるべき

３　禁煙や分煙などの表示を全ての施設に義務付けるべき

４　罰則を厳しくすべき

５　職場も対象にすべき

６　屋外も対象にすべき

７　その他（具体的に：　　 　　　　　　　　）
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